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海底で 120 時間耳を澄ます自動機械 
水産情報工学部 

研究目的 
漁業や基地移転問題に関連して、沖縄のジュゴンを保全する動きが高まっている。本研究で

は、ジュゴンの鳴き声を利用した存在確認技術を開発する。 

 

研究成果 
１．自動水中音録音装置(AUSOMS-D)を開発した。ＣＤ音質のステレオ録音が 120 時間連続で

可能なデジタル録音機で、耐圧筐体に収まっているため、海底設置が可能である。 

２．この装置を、タイ国トラン県タリボン島沖合に沈め、これまでに２０日間以上の録音観察を行

い、ジュゴンの存在確認や摂餌行動モニタリングに有効であることが示された。 

 

波及効果 
１．目視調査では非常に困難であったジュゴンの観察を、昼夜連続で行うことができるようにな

り、本種の観測に新しい手法を提供した。 
２．沿岸域で人間活動との競合が多いジュゴンの保全と、漁業との共存のための、基礎的な分

布、行動データを提供することができるだろう。 
３．この装置を使うことで、人間が実行するのは難しい環境でも、海中雑音の無人自動記録が

できる。 
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